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小学校家庭科の授業とその授業法（３）

子供の思考に添った支援、地域教材を生かして

富士栄登美子・安里千賀子
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byUsingPurpleSweetPotatoesandWhitePotatoes～

TomikoFujie＊ChikakoAsato*＊

（ReceivedOct､31,1998）
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Japaneseeducationatitsturningpointurgentlydemandstoprovidechildrenwithan"education

tofosterrichhearts.”Ｉｔｗｉｌｌｂｅａｓｏｒｔｏｆ“educationtofosterrichhearts',forschoolchildrento

havefirst-handexperiencesbyfamiliarizingthemselveswithnature，gettingclosetomotherearth，

andcookingandeatingfarmproductsingroup，

Ｆｒｏｍｔｈｉｓｐｏｉｎｔｏｆｖｉｅｗ，thepresentstudyadoptsOkinawanpurplesweetpotatoesand

Hokkaido'swhitepotatoessothatschoolchildrencanlearnabouttbelocaldifferencesinclimate

andhow

peoplecookandenjoythem・Forinstance,theymaylearnabout“devilricecake,onimochi,'made

ofpurplesweetpotatoesmixedwithriceandwrappedinfragrantleａｖｅｓｉｎＯｋｉｎａｗａａｎｄ“butter

onwhitepotatoes,，inHokkaido・

Byemployingamethodofinstructionencouragingourpupils，creativeanddiversewaysof

thinkingwiththeseteachingmaterials，ｗｅｈａｖｅｏｂｓｅrvedandevaluatedanincreaseinourpupils，

interestsandeagerness，andtheirbehavioralalterationsintermsoftheteachingeffectivenessofthe

practicalhomemakinginstruction．

Ｉはじめに

本研究では、「家庭科の授業とその授業法」の

その(3)として、地域教材を題材にした、「子供の

考えを大切にした支援」とはどういう授業なのか

を考えながら、授業実践を追っていくこととした。

「転機に立つ教育」で、今求められているのは、

心の教育である。子供たちの心を豊かに育てるに

は、自然の中に子供たちをおくこと、土に触れさ

せることである。そしてまた、このことは自己中

心的な生き方では通用しないことを学べる部分で

もある。ここでは、沖縄県の地域教材として紅イ

モを扱うが、全く気候のちがう北海道のジャガイ

モと比較研究する中で、授業法を工夫しながら、

児童の授業に対する関心・態度そして意欲の変容

を期待するものである。

「思考する」という行為は、頭を使うと考えが

ちである。確かに子供たちは、はじめ頭で考えて

いるようにみえる。しかし、頭で考えていてもわ
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－４４７－



琉球大学教育学部紀要第54集

からないとき、子供たちはどうするであろうか。

「考える」という行為は、頭脳でのみ考えるもの

ではないのではないか。このような疑問がおき、

検証していくこととした。

豊かな心を育てるには、考える力を育てる学習

環境が必要である。琉球大学教育学部附属小学校

の平成10年度の研究テーマの副題は、「子供の思

考に添う支援」であった。児童の思いを何より優

先しながらも、授業として成り立たせるためには、

子供たちが自ら考える授業をしていかなければな

らない。

最初の授業では、あまり関心を示さなかったＹ

にビデイオのレンズを当て、特に授業者には注文

しないで観察していく。出発点に於いて、関心を

示さなかった児童の興味を引き出すためには、ど

んな授業を展開したらよいのかを考え、実践して

いくことにした。

とが中心となる。

栄養面では、これまで無意識に食べて

いた食事を見つめ、食品に含まれる栄養

素はそれぞれの食品によって異なること

を理解させ、たくさんの食品を摂る必要

性があることに気づかせていく。あわせ

て、食品の栄養素や栄養的特徴を理解さ

せる。調理としては、「包丁を使って切

る」「計量スプーン、秤を使って量る」

「ガスコンロを使う」「ゆでる、焼く、蒸

す」「味付けをする」「盛り付ける」など

の技能を使って、自分たちで調理方法を

調べ、やってみるという試行学習も取り

入れることができる。また、本題材は、

食物領域の導入にもなるので、人間にとっ

て食品がもついくつかの重要な面（精神

的、文化的はたらき）にも触れることが

できる題材である。

栄養および栄養素に関する学習は、知

識に偏りがちである。そこで、体験的学

習を多く取り入れながら「六つの基礎食

品群」へと導いた方が定着しやすいと思

われる。さらに、６学年の「計画的な食

事作り」においてこれまでの学習を生か

し、栄養を考えた一食分の献立の作成へ

と発展させ、よりよい食生活をめざして

実践していくようにする。

イ児童観

５年生になって初めて学習する「家庭

科」について、アンケートでは、９７％

（37人）が「やってみたい、好き」と回

答している。嫌いと答えた理由は、「男

はやるものではない（でも、料理は好き)」

というもので，家庭科の内容が嫌だとい

うことではなかった。また，「どの領域

に興味があるか」では，家族の生活と住

居領域は0％、被服領域は42％（16人)、

食物領域が58％〈22人）であった。男女

別にみると男子の84％（16人）が食物領

域、女子の68％（13人）が被服領域に興

味をもっていた。女子は、家庭やクラブ

活動などで裁縫をした経験がある児童の

方が、被服への関心を示すことがわかつ

Ⅱ琉球大学教育学部附属小学校での実践
１第５学年家庭科学習指導案

（１）題材名「食物のはたらき」

（２）題材目標

ア食物に関心をもち、日常の食生活をよ

りよくしようとする。

イ食品に含まれる栄養素とそのはたらき

がわかる。

ウ食物繊維について知り、どんな食物に

含まれているか考えることができる。

エ沖縄の紅イモと北海道のジャガイモに

ついて調べ、まとめることができる。

オ調理実習に必要な用具を知り、適切に

扱うことができる。

力調理の計画を立て、実習ができる。

（３）題材について

ア題材観

食物領､域の内容は、５．６学年ともに、

栄養、調理、会食から成り立っている。

人間にとって食事とは何かを考えたとき

には、①健康を保つ（栄養的なはたらき)、

②楽しみ・精神的な充足を与える、③社

会的・文化的な働きを知り、マナーを身

につける、などがあげられる。ここでは、

食品を栄養的な面と調理から学習するこ

－４４８－
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た。また「家庭科は、役に立つと考える

か」という点では、全員が役立つと回答

しており、その理由として、「栄養のこ

ととかがわかるから」「家の人がいない

ときに、自分でご飯が作れるようになる

から」「将来一人で生活していくときに

使うから」などがあげられた。これらの

ことから、子供たちは、初めての家庭科

学習に対して、実生活に役立つことを期

待して学習に取り組もうとしていること

がうかがえる。

食物については、「豆腐は大豆からで

き、畑の肉ともいわれている」などの言

葉が出る。また、「タンパク質」や「ビ

タミン」などの栄養素の名前を知ってい

たりするが、これは、家庭で話されてい

ることを言っているだけで、その意味や

役割などについては、わかっていない児

童が多い。

ウ指導観

人間が生活していく中で毎回の食事は、

何種類かの料理を食べているが、そのひ

とつの料理もまたいくつもの食品から作

られている。これら多数の食品をみてみ

ると、動物性のもの・植物性のもの、海

のもの・山のもの、根や葉や茎などがあ

る。味では、酸っぱし､もの甘いもの。辛

いものなど、食感では、固いもの．柔ら

かいもの・つるっとしたもの・かりっと

したものなどがある。また、調理方法で

も、生で食べるもの・加熱するものと、

実にいろいろな種類を食べていることが

わかる。自分たちが食べているものを、

いろいろな分け方で仲間分けしてみる活

動を通して、人間が多種多様の食品を食

べていることをつかみ、そのうえで、多

種多様な食品を摂る理由とどのような食

べ方が望ましいかを考えさせたい。

食物に含まれている成分の中でも「食

物繊維」を重点的に取り上げる。食物繊

維は、以前は野菜やくだものをジューサー

にかけて絞ったあとに残る「食物のカス

のようなもの」であると考えられていた。

それが注目されるようになったのは、食

物繊維が、腸の運動を助け、便秘を防ぐ、

食物が腸内にとどまる時間を短くするの

で、発がん物質などの排泄を促進し、大

腸ポリープや大腸がんを予防するとわかっ

てきたからである。日常生活では、食品

に含まれている成分を目にすることはで

きないので、食物繊維が食品に含まれて

いると言われても、実感がわかないであ

ろう。そこで、食物繊維を見せることに

よって、その存在を感じさせたい。また、

食物繊維は、肉、魚、卵には含まれず、

野菜や海藻類などに含まれていることか

ら、それらを多く摂る必要性を理解させ

たい。

子供たちがよく食べる食品の中で、食

物繊維を多く含んでいるものにイモがあ

る。また、子供たちは、さつまいもを植

えて育ててきた経験をもっているので、

身近な食物のイモを扱うことによって、

興味をもって活動できると考える。沖縄

の紅イモ、北海道のジャガイモをとりあ

げ、そのルーツを探ったり、植物として

のイモと食物としてのイモを比較させて

いきたい。また、調理実習では、これま

での実習のあり方として仕事を分担する

ことが多かった。そのため、家庭で実際

に作ろうとしても、全行程を覚えていな

いので家の人と一緒でなければできない

ということがあった。そこで、一人一人

がすべての行程に関わる計画を立てるよ

うにすることで、実践へつなげていく。

また、環境教育との関わりから、水の使

い方、洗剤の量、生ゴミの処理の仕方ま

で考えて実習できるように指導する。

題材の構想図（10時間）(4)

(２時間）なぜ食べるのか考えようア

･昨日の給食で何を食べましたか？

給食に使われている食品につい

てカードに記入する。

･たくさんの種類の食品を摂取し

ていることに気づく。

･理科で学習した植物や動物との

－４４９－
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関連づけて、人間らしい食べ方

について考える。

．なぜ食べるのだろう？

.一緒に食べると美味しいこと、

分けて食べるともっと美味しい

ことに気づく。

１．摂取量の209を満たすために必
Ｉ要な食品の量を示し、考えさせ

《，る。

(２時間）イモについて調べよう二二

ｉ・テーマを決め、調べる'１時間｝

｜各グループでのテーマ
Ｉ，'ジャガイモの栄養
ＩＯ

ＩＩジャガイモの由来
１１ジャガイモの生産地
｜｜ジャガイモの種類と育て方
ＩＯ

ＩＩ紅イモムーチーの伝説
｜ｉ紅イモの栽培
’１紅イモの成分
↓・ボスターセヅシヨン１１時間Ｉ

し

栄養素とそのはたらき (1時間）イ

･食品にはどんな栄養素が含まれ

ているかを調べる。

．知っている栄養素について発表

する。

･栄養素は体の中でどんなはたら

きをしているのだろう。

･水分のはたらきについても話し

合う。 藷と薯を使った調理実習 (４時間）オ*

食物繊維とそのはたらき (１時間）ウ ･実習計画（1時間）

紅イモとジャガイモを使った調

理を計画する

沖縄のムーチーと北海道のいも

餅、じゃがバタ

･調理実習（3時間）

･生活習慣と関わりのある病気

･食物繊維と大腸ガンの結びつき

･食物繊維を多く含む食品につい

て

･食物繊維は足りているのだろう

か。

(2)本時の展開小５家庭科

アイ､題材名「食物繊維とそのはたらき」

イ本時の目標

食物繊維の重要性を意識させるために、

生活と深く関わっていることに気づく。

ウ授業展開（45分）

日本人の死亡率の変遷をグラフで表し、大腸がんが食

－４５０－
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食物繊維という言葉を ｢亀そうです曇食物繊維は、便と関係

どんなときに聞きましたか‘があるのですが、便が出てこ垣い

:ある．テレビでやってた。

当運動が何かとか言ってし､た。

§食物繊維が入っている洗剤がある。

＄食べ物にある。

￣

■■ 野菜や果物を絞った後に残った力

スのようなものなのですｃこれが ､

さっき話の大腸がんの予防に効くと

言われています

＆

色

体にいいんだ《；

だったら、つぶつぶが入っている
､いんだｃ

維が予防と関係

、 食べ物は腸ま

れど、繊維は力

されません。そ

ないものも一緒

す 〔，

る ゛

おならがよくでる勢

二とないからわから

便秘に求らないのだ

に入っているのかな

いると思いますか:，

い入っているじゃな

たらキャベツにもあ

どん左の？

かる？

る？

わかるんじべ，

るの？

まずはじめに、今日は、こわ-い話をします

食物繊維はどんなものかを考えるために話し合いましょう

食物繊維は見えましたか？

まとめと次時予告



琉球大学教育学部紀要第54集

生活と結びつけて考えていこうとする態

度が見られた。

さらに、Ｃｌ`、Ｃｌ６から、食物繊維その

ものに対する課題意識が生まれているこ

とが分かる。この発言を受けて、CI8、

Ｃ1,,Ｃ"は、食物繊維について調べる方

法を見つけようとする考えにつながって

いるととらえる。

栄養についての学習は、知識の伝達に

なりがちである。そこで、食品に含まれ

る成分を目に見える形で提示するために

食物繊維を扱った。授業計画の段階では、

食品を裏ごししたり、絞ったりして食物

繊維を取り出そうと考えていた。しかし、

子供の中から「顕微鏡を使えば成分を見

ることができそうだ」という意見が出た。

これは、理科の学習で、「肉眼では見え

にくいものでも顕微鏡を使用することで

見やすくすることができた」という経験

から出ているため、子供の発想を大切に

しようと考え、顕微鏡を準備した。だが、

顕微鏡で見たものが繊維かどうか基とな

るものを提示しなかったので、子供たち

は、自分が見たものが食物繊維かどうか

判断することができにくかった。顕微鏡

で見える食物繊維を準備するか、別の方

法で提示していれば、子供たちは混乱す

ることなく、思考を深めていくことが可

能になったのではないかと考える。

エ本時の考察

食についての課題に必然性を持たせる

ために生活晋,慣から起こる病気について

考えていった。「食物繊維」という言葉

が生活の中で使われていることを意識し

ているか、Ｔｌの発問をしたところＣｌ～

Ｃ`の反応があり、子供が生活の中で耳

にしていることが確かめられた。そこで、

Ｔ２の説明をすることで体との関わりと

結びつけようとした。Ｃｓは、食物繊維

のよさを感じとっている。Ｃ`は、課題

を身近なものとしてとらえていることが

わかる。人体に与える影響を考えるよう

に、Ｔ‘の言葉をかけることにより、Ｃ８

～ＣＩＩでは自分の体調と食の課題をつな

げようとしていることがうかがえる。だ

が、話し合いの視点がずれそうになった

ので、Ｔ`の発問によって「食」への話

し合いに目を向けようとした。この言葉

でCl2の「食物繊維は何に入っているか」

という問いが生まれた。これを受けた

ＴＧの発問に対するＣ,｡、ＣＭは、Ｃ`のオ

レンジジュースの話から出ており、互い

の意見が生かされて、そのよさを見出し

ていることが分かる。CISは、教師が食

物繊維を「カス」であると表現したため、

便とカスとを関わらせて考えている。こ

のように、食物繊維についての相互交流

の中から、互いのよさを認め合いながら、

(日記より）

今日の給食にごぼうが出て

いました。そして、今日の給

イモについていろいろ調べ

ました。お店に行ったときに

今日、前に家庭科のとき作っ

た小判焼きを作りました。材

料は書いてあったので大丈夫

でした。お母さんがおいしい

と言ってくれました。また作っ

食を全部食べると大体６グラ イモで作られたものがたくさ

んあるので「これからも食物

繊維が入っているのかな」と

思いました。Ｋ

ムくらい食物繊維がとれるだ

ろうという話をしました。Ｋ

君は最初おかずを食べていな

かったけど、全部食べていま

した。Ｍ

て、食べてもらいたいです。

Ｙ

－４５２－
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授業の中で、給食では１日に必要とされている食物繊維量の1／3程度が摂れるように献立が考えられ

ていることを話した。その後、給食時間の会話の中にも食物繊維の話題が出たり、食物繊維を含んだ食

品を摂ろうとする態度がみられるようになった。また、ＭやＫのように日記に書いてくる児童が増えて

きた。このことは、食物繊維が体にいいと考え始めるようになり、食物繊維を多く含む食品についての

関心が高まり、食物繊維の働きと食生活との関わりを見直している姿であるととらえる。また、実習の

中で、仕事を分担するのではなく、全行程に関わらせることで、家庭でもひとりで作れるという自信を

もち、Ｙのように家庭での実践につながっていったのであろうと考える。

Ⅲ児童Ｙの授業への取り組みの変容

（１）「給食で何食べた？」

授業者の質問に、全く手をあげない。のり

やシャープペンシルの芯の容器をおはじきに

したり、シャーペンで机をたたいたりして、

ほとんど授業に参加していない。

０.ＨＰの見えるところまで、多くの児童は

前に進み出ても、Ｙはそのまま。

２時間続きの間の休み時間が終わり、最後

に教室に戻ってきたのもＹだった。

左手の甲の上に左頬をのせたまま字をかい

たりする姿勢である。授業者はＹにあてて質

問する。頭の中は、曲が流れているのか、手

でリズミカルに拍子を取り始める。こうした

児童はどこにでもいる児童である。しかし、

何とか変容を見たいものである。

（２）本時

手は机の上に、目と耳は授業者の方へいっ

ている。前回とは、打って変わった。では、

何がＹを変容させることができたのだろうか。

まず、①前回の授業で今日は何をするのかが

わかっている。②この日は、子供たちは自分

で見たい野菜を持ってきている。③顕微鏡を

使って観察することができる。

後で授業者に聞くと、とても昆虫の好きな

児童で顕微鏡で観察することに関心があるら

しい。授業者が次の説明に入り、「今は見な

いで下さい」と言っても、顕微鏡から目を離

さないでいる。これまでの授業法では、顕微

鏡を片づけることを強制してきたであろうと

思われる。しかし、ここでは、子供の思考に

添った支援が実践されていた。せっかく生ま

れた興味をもぎとることはしなかった。なぜ

なら、Ｙの耳は授業者の方にいっていること

を授業者は気づいていたからである。

図１顕微鏡で食物繊維をさがす

(3)ポスターセッション

Ｙのいるグループは、北海道のジャガイモ

の由来を調べたものだった。差し棒も手をデ

ザインした特製の差し棒を作ってあった。原

稿用紙に書いてきた説明を賢明に読み上げて

いた。順番に説明役になったり、聞き役になっ

たりしながら、全てのポスターをローテーショ

ンするのである。聞き役にまわったときにも、

熱心に聞き入り、メモしていた。自らが調べ

たこと、またクラスの仲間が調べたことに対

する姿勢は、積極的になるものである。一斉

授業のようなシーンとした授業とはなりえな

いし、一見まとまりのないようにみえるが、

児童が活動する授業である。

(4)ひとりでできる力をつける調理

真っ先に家庭科室に入って来たのが、Ｙだっ

た。しかし、授業者にエプロンは？と指摘さ

れ、慌てて取りに戻る。

「ひとりでできる力」をつけたい、これは授

業者の願いだった。これまでのような役割分

担的な実習形態だと、部分的にしか手を出す

ことしかできなかったので、一人でできる自

－４５３－
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▽甘藷の栽培

沖縄県立博物館主催の98年度子供体験学習

教室は、甘藷の苗の植え付けから、藷の手入

れ、収穫、調理を親子で体験する活動であっ

た。こうした地域の教育活動を活用すること

をすすめたい。
ぴせ

ここで取り扱った藷'よ、宮農36号、備瀬、

沖ヒカリであった。

図２ポスターセッションで説明

信がつかず、もう一度やってみようという実

践につながりにくかったと`思う。

そこで、授業者は、イモを人数分にまず切

らせ、各自が皮をむくという方法をとらせた。

マッシャーでつぶすときも、順番に全ての児

童がマッシャーを握った。しかし、固ゆでの

イモは、マッシュされない。仕方ないので、

鍋にもどし、ゆで直すこと２回。失敗しなが

ら、どうすればいいんだと頭で考える。その

うち、節だったかどうか「食べてみる」とい

う行為を通して、体で考え始めたのである。

通常の「串でさして、す－と通ればゆだって

いる」「耳たぶ位のやわらかさ」これも、手

という体で考えているのである。

もちろん、変容はＹだけではない。授業の

後、子供たちは給食を食べるときにも、「今

日は、食物繊維を食べた」などと言うように

なったと聞いている。

図３沖ヒカリの植えつけ

今年は、雨で植え付け（6／13）が遅れた

ため、収穫（10／24）も遅れた。生育に適す

る温度は15～35度で、地温10度では枯れてし

まう。亜熱帯気候の沖縄では、冬でも10度を

下ることはめったにない。

子供たちを自然の中におくこと、そして土

に触れることは、体で考える力を育てること

になるのである。授業の一環としては、今回

は取り入れなかったが、個人的に申し込み、

地域の活動として参加できた。

－４５４－
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１
１
■

根
〃
〃
一

図４甘藷の収穫

志慰)鱗 図６宮農36号の花

図５宮農36号（左）と備瀬（右）

▽甘藷とジャガイモの比較（南の藷と北の薯）

日本列島で、南でイモといえば、甘藷すな

わちsweetpotatoのことであり、北でイモ

といえば、じゃが薯すなわちpotatoである。

芋も、積も「イモ」と読む。芋は、里芋で、

積はヤマイモを指している。沖縄県では、イ

モの古名は「ウモ」で、田芋のことを「タウ

モ→ターモ」と呼んでいる。

本研究で地域教材として取り上げる「紅イ

モ」は俗称で、宮農３６号、備瀬が多く栽培

されているが、肉色が紫色をしているところ

から、そのように呼ばれている。

図７じゃがいもの花（川口実撮影）

ジャガイモは、１日の気温較差が大きいほ

ど、塊茎に澱粉として蓄えられる。気温較差

の少ない湿度の高い沖縄では、生育しにくい。

反対に、甘藷の生育温度は15～35度であり、

寒冷な北海道では難しい。

－４５５－

品種名 肉色 皮色 栄養 花の色 生育
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▽藷と薯の共通するところ

共に、健康によいすぐれた食べ物である。

１藷も薯も共に食物繊維を適度に含んでいる

ため、大腸ガンの予防となる。

２藷は、肝臓障害を低下させる働きがあり、

薯は、カリウムを多く含んでいるので、体

から塩分を出し、塩分の取り過ぎを防ぐ。

３葉酸を多く含み、貧血やアレルギーにも効

果があるとされている。

４ビタミンＣ含量が多く、りんごの7倍で、

柿とほぼ同じである。

◎馬鈴薯は、その字からマレー（馬鈴）か

ら来たと思われたり、雪の中で、馬を見失わ

ないように馬の首につけた鈴の形に似ている

ところから馬鈴薯というとの説明の瞥物が多

い。

浅間和夫の著書には次のように書かれてい

る。「天正４年、南蛮人（ポルトガル人）に

よって長崎に持ち込まれ、彼らが呼んでいた

ジャカタラにちなんでジャカタライモ、ジャ

ガイモになった、とするのが正しいのではな

いか。なお、馬鈴薯はマレーに由来したもの

ではなく、「馬鈴薯」と呼んだのは江戸の学

者小野蘭山である。中国の「松渓懸志」（170

0年刊)に「馬鈴薯」の植物がジャガイモ|こよ
てつえんしとうとく

〈似ていることから、その箸「輩筵'１､臓」（1

807年刊)の中で中国での呼称として書いたの

が始まり｡」。’

▽藷と薯のルーツの間違った定説

◎かつて社会科の授業で、サツマイモは青

木昆陽によって日本に伝来したと習った。し

かし、それよりも前に野國総管が1605年、中

国の福建省福洲から甘藷の苗を持ち帰り、野

國村で栽培させている。写真は、嘉手納基地

近くにある野國総管の像である。嘉手納マリー

ナ内には、総管の墓と甘藷発祥之地碑がある。

総管とは、役職名で、琉球から中国へ行く船

（進貢船）に、航海の無事を祈って安置され

ている天妃を祀る役職のことである。

▽ジャガイモの品種のちがいによる調理法

食用男爵（粉ふき、揚げイモ、じゃがバ

タ)、メークイン（肉じゃが)、

キタアカリ（マッシュポテトサラダ)、

加工用ワセシロ（ポテトチップ）
ペにエろ

澱粉用紅ﾒL、ワセシロ

▽「鬼餅（ムーチー)」の由来

「琉球園由来記巻12」眞和志間切の項にそ

の由来が記述されている。内金城之大徹と同

小嶽首里金城村に兄妹が住んでいた。後に兄

は、大里の洞窟に移り住み、人を殺しては其

の肉を食っていたので、人々は鬼といって恐

れ、おののいていた。これを聞いた妹は、何

とかして兄を退治しようと思った。或るとき、

金城の妹を尋ねて来たので、妹は一計を案じ、

兄を断崖の上に座らせて、鉄の餅を与え、自

分は米の餅を食べた。その時、妹は着物の前

裾を開いて恥ずべき所をあらわし、兄に向かっ

て「我に二つの口あり。上の口は、よく餅を

食い、下の口はよく鬼を食う」と言ったので、

兄がそれを見て驚き慌てる隙に崖下に突き落

として殺した型という。これより旧暦の12月

８日は、鬼餅の節句となり、人々は皆餅を作っ

て魔除けのまじないをするようになったと伝
図８野國総管之像

－４５６－
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えられ、今でも年中行事のひとつになってい

る。子供のいる家では、それぞれの子供の歳

の数だけの餅を紐でつなぎ、すだれのように

天井からつるして、厄除けと健康を祈願する。
うちかねぐず《のこた匙

鬼創卜行事の由来のあるのは内金城之小嶽であ

る。内金城之大嶽と２つある。いずれも、庶

民の鱸で､村を守る神を祀ってある。内金
城之大嶽は、神聖なアカギの大木を丸く石で

囲い、正面は石門になっている。下には３個

の石が立てられ、沖縄独特の御嶽の形式であ

る。推定樹齢200年以上といわれる大アカギ蕊
図１０ボスターセッションで

「おにムーチー」を聞く

図９鬼餅ムーチー由来の内金城之小獄

ちやなぎきそん

である。茶湯Ⅲ奇村にあり、神名は、カネノ御

イベ又名モジョルキヨノ大神。小嶽の方は、
宝かびうふあしらむれいすうＬょ

イベヅカサ御セジで、眞壁大阿志良武i醤&崇所
ふえ－でん

で、この御嶽は、一般lこ拝殿と呼ばれてい

る。.’

ただ、この鬼餅ムーチー由来の伝説は、大

人向けなので、児童たちには、絵本で子供向

けに書き直した「おにムーチー」を見せてい

る。

▽鬼餅ムーチーの作り方

材料：もち粉1009、紅イモ１本(2509)、

砂糖1009

①鍋で紅イモを苑で、マッシャーでつぶす。

②ポールにもち粉とつぶした紅イモと砂糖

を入れ、水（50cc）を少しずつ加えながら、

これる。

③②の生地を丸め、月桃の葉に包んで蒸す。
図１１ムーチーを包む月桃（サンニン）の葉
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▽食物と色素

紅イモの紫は他に類をみない独特の色であ

る。合成着色でない紫色を出すことができる。

「食物と色」の学習ができる。この紫は、ア

ントシアンである。ムーチーには、紅イモ以

外にヨモギや小豆を加えることもある。ヨモ

ギは、クロロフィルであり、小豆は、クリサ

ンテミン(アントシアン)である。

側面図と断面図に特徴があり、そこから何の

繊維であるという判断材料にもなる。しかし、

食物繊維の場合は、繊維を見て食品名を知る

ということはしない。敢えて顕微鏡を使って

見ようとする場合は、例えば機能性飲料とし

て売られている飲料水の中から水溶性の食物

繊維のあることを確かめるときである。

小学校家庭科の題材としては、野菜との関

わりで、食物繊維はよく取り扱われる。

ＣＭにも取り上げられ、子供たちは言葉は

知っている。食品成分表にも、その含量を表

示されるようになった。すなわち、５大栄養

素に加わり体に必要なものとして重要視され

てきたわけである。

イモ類に、その含有量自体は多いわけでは

ないが、量的にたくさん食べることができる。

これは、不溶性食物繊維で、甘藷などを苑で

て裏ごしたあと網目にひっかかる残りである。

便秘や大腸癌の予防などには、この不溶性食

物繊維が有効とされている。

▽紅イモを使った食品

沖縄では、紅イモは広くいろいろなところ

に利用されている。パウダー化したものを使

う。菓子類では、カルカン、カステラ、パイ、

ケーキである。麺類、パン（小麦粉に混入)、

ジュースとしても利用されている。

紅イモは県外に持ち出すことはできないが、

加工技術が開発され、乾燥させてカットした

ものやパウダー化したものが利用されやすい。

今回は、生の藷を使った。

▽イモ餅の作り方

材料：ワセシロ（伯爵薯）とジャガイモ澱

粉の割合は、１０:３

①ジャガイモを茄でてマッシュする

②澱粉を混ぜてつく。餅つき機があればそ

れを使うと便利。

③小判型にしてフライパンで焼く。ホット

プレートがあると綺麗に焼ける。（ジンギ

スカンの最後に、網にのせて焼いて食べる

こともする）

のりまきにして醤油をつけたり、バターを

つけて熱いうちに食べる。

備考：よもぎを加えてもよい。よもぎは湯が

いて冷凍保存しておくと繊維が柔らかくなって

食べやすい。

▽でんぷんとライマン価

小学校理科で、澱粉のヨード反応をみる実

験がある。家庭科では、そのでんぷんは、食

べ物としてのジャガイモの何に関わっている

のだろうかを考えさせるのである。

北海道のジャガイモは、どうしてホクホク

して美味しいのか。このホクホク感は、ライ

マン価と関係がある。ライマン価は、ほぼで

んぷん含有量(％)に比例していて、ライマン

価が高い（14％以上）もの程ホクホクして品

質がよいとされている。

｜でんぷん価＝[(比重-1.050)＊1000]＊0.2145

＋7．５１

▽じゃがバタの作り方

①材料：男爵、バター

②ジャガイモは洗って皮つきのまま薊でる

③苑だったら、２等分にする。

ひとつひとつホイルで包み、切り口を上

にして中をフォークでくずし、バターをお

とす。

④蒸髄で蒸して、熱いうちに食べる。

▽イモ類と食物繊維

繊維には、ダイエタリーファイバー（食物

繊維）やステープルファイバー（被服繊維）

がある。今回の実践では、食物繊維を取り上

げた。顕微鏡で見たいという児童の思考に添っ

た支援として、授業者は、本時のところで顕

微鏡を使った。被服繊維なら、繊維によって

－４５８－
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備考：ホクホクした男爵に限る。

他にホットケーキのたれを衣にして揚げた

｢揚げイモ」も北海道ならではのイモのおやつ

である。しかし、これは油を使うので、小学校

の教材としては、不向きである。いづれにして

も、熱い湯気のたった食べ物が寒い土地でのご

馳走なのである。ほとんど寒さを感じない沖縄

の子供たちには、わからないご馳走である。

た支援は難しい。

次の授業「ポスターセッション」では、ジャガ

イモを取り上げ、説明するまでになる。他のポス

ターにも、積極的に参加し、聞き入っていた。説

明役と聞き役をローテーションで決めておいたの

でスムーズに入っていたが、ゆとりのある授業と

は言い難い。説明者が前に出て、残り全員が聞き

手になるという発表形態を取った方がいいのかと

迷うところである。

４０人学級であるが故の悩みでもある。もし、半

数であれば、どちらの形態をとったとしても成功

するであろう。

「ひとりでできる力」をつけたい、これは授業

者の願いだった。イモを人数分に切らせ、各自が

皮をむくという方法をとらせた。マッシャーでつ

ぶすときも、順番に全ての児童がマッシャーを握っ

た。しかし、固ゆでのイモは、マッシュされない。

仕方ないので、鍋にもどし、ゆで直すこと２回。

失敗しながら、どうすればいいんだと頭で考える。

そのうち、茄だったかどうか、「食べてみる」と

いう行為を通して、体で考え始めたのである。

「思考」とは、「考える」ことである。「考える」

行為は、頭で考えるだけではなく、体でも考える

ことをするものである。

言われたとうりにやれば効率よくできる。しか

し、そういう学習を経てきた結果、言われたとう

りにしかできない子供たちが育ってしまわなかっ

ただろうか。

効率は悪いけれど、体で考えることを経てきた

子供たちは、クリエイテイプな感性を身につけて

いくような気がする。

体で考えるということは、すなわち感受性を豊

かにすることなのである。そして、家庭科教育に

於いては、この「体で考える」題材は無数にある。

▽イモの褐変

皮をむいて放置すると褐変がおきる。「お

好み焼きにはコナフプキ」というのは生です

りおろしても褐変が少ないからである。皮の

近くにタンパク質、ミネラル、ビタミンが多

いので、皮つきのままおろす。

ジャガイモの中のクロロゲン酸（フェノー

ル化合物）にポリフェノールオキシターゼ

（酵素）が作用し、酸化してメラニン色素に

なるからである。

これはリンゴと同じで、この褐変を防ぐに

は、加熱して酵素が働かないようにするｐＨ

調整により、酸素反応の速度を低下させる食

塩水に入れたり、ビタミンＣを添加する、な

どがあげられる。陽のあたっていないコナフ

プキを選ぶ。陽にあたるとエグ味（アルカロ

イド）が増えるからである。

Ⅵおわりに

「教育は講義ではない、実際に子供のそばへ行

くことである」これは、私の持論である。

「どうして食べるの」の題材で始まったチョー

クと黒板だけの授業のときは、全く関心をしめし

ているようには見られず、文具用品で遊んでいた

Ｙを追ってみた。休み時間をはさんで２校時目に

最後に家庭科室に入ってきたＹだった。

しかし、次の顕微鏡を使った授業「食べ物と食

物繊維」になると一変する。やめなさいと言われ

ても、見続けている程の興味を示した。そのとき、

授業者は、顕微鏡を取り上げてしまうことはせず、

そのままにして授業を進めていた。このことが、

｢子供の思考に添った支援」であるのかもしれな

い。このとき必要なのは、授業者側のゆとりであ

る。授業者にゆとりなければ、子供の思考に添っ
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